
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

【６年生を送る会】『６年生の皆さん、本当にありがとう！これからの南小は任せてください！』 

【めあて】『ありがとうの花を咲かせよう、夢に向かって歩もう南っ子！』  
令和５年度の締め括りとなる３学期も大詰めです。３月は、「去る月・去りゆく月」。 

そして、「お世話になった人達との別れの月」。未だ続くコロナに加え、全国的にインフル 

エンザも流行していますが、お陰様で南小では、５年ぶりに全校児童が一同に体育館に集合 

しての対面式で、南小全員が心を一つにして「６年生を送る会」を実施することができました。 

めあては、『ありがとうの花を咲かせよう 夢に向かって歩もう南っ子！』。 

１年生から５年生の児童たちは、これまでお世話になった６年生のお兄さん、お姉さんたちに 

「心からのありがとう」の感謝の気持ちを伝えるために一生懸命に考え、工夫し、練習し  

てきた「ありがとうメッセージ・パフォーマンス」や１年生が描いた６年生全員の 

似顔絵を含む素敵な体育館の飾り付け、ペンダントのプレゼントなど、とても心温ま 

る感謝の「６年生を送る会」となりました。 

これまで、通学班、なかよしタイム、運動会、委員会、クラブなど、様々な学校生活の中で 

お手本となり、沢山お世話になった６年生に、改めて「ありがとう」の感謝の気持ちを、全員  

でしっかり伝えることができました。６年生からも、下級生たちや様々なお世話になった方々へ 

の「お礼のメッセージ・パフォーマンス」もあり、大変心に残りました。閉会セレモニ 

ーの児童会の引き継ぎ式では、６年生から校旗とともに手作りのティッシュカバーとし 

おりのプレゼントが在校生に手渡されました。５年生代表児童からは、「６年生の皆さ 

ん、今度は私たち在校生が、この優しさと笑顔、楽しさが溢れる南小を引き継ぎ 

いでいきます。安心して任せてください！」という力強い決意表明もありました。 

次年度を待たずに、通学班等の学年枠を越えての取組は、現５年生が中心になっていま 

す。４月からは、新１年生も入学し、学年が上がり、さらに成長したお兄さん、お姉さんとして南小 

を背負っていくという大切な役割があることを、どの学年の児童も、「６年生を送る会」の準備や 

本番を経験して、しっかりと自覚し、行動や態度に表そうとする姿がたくさん見られてきました。 

３月の第２週からはじまった６年生の卒業式の練習も真剣そのもの。合言葉は『感謝～最  

後まで、心を込めて、全力で～』。これまで南小の児童として過ごしてきた約２０００日の間で 

立派に成長した姿。南小の第４４代最上級生リーダー、『坂戸市立南小学校の顔』と 

してよきお手本となり、下級生の面倒を優しくみながら学校を牽引し、南小のよき伝統を引き 

継ぎ、確固たる歴史の１ページを築いてきた自分たちに「大きな誇りと自信、そしてたくさん 

の『ありがとう』の感謝の気持ち」をもって堂々と本校を巣立っていくことを確信しています。 

 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  
 

 令和６年３月２１日  
第３５号 文責 鈴木 博貴 

学校経営方針 「明るく 元気に 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」 



  

   

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【夢道場・南小『ほっとニュース』】 

毎日の登下校の安全の見守りや学 

校花壇の植え替えや世話、学校図書 

館の整備や季節に合わせた校舎内の 

素敵な装飾等の潤いのある環境づくり、 

本の読み聞かせや様々な体験活動の 

ご支援等、本校の児童たちのために多 

大なご支援をいただいている学校応援 

団の皆さん。今年度は５年ぶりに大勢 

の学校応援団の皆さんをお招きし、体 

育館で全校集会の形で、『ありがとう 

集会』を実施できました。ステージに登 

壇していただいた皆さんに代表児童か 

らの感謝の言葉と南っ子全員が書 

いた「感謝のお手紙」を綴ったファイ 

ルを贈呈させていただき、日頃の感謝 

の気持ちを全校で表すことができました。 

６年生が、小学校生活の残り僅かな 

日々の中で、これまで自分たちが使って 

きた校内の様々な施設や用具に感謝 

の気持ちを込めて、そして、在校生が気 

持ちよく使えるようにと奉仕作業を行いま 

した。普段の清掃だけでは手が回らない 

箇所の清掃や体育用具のペンキ塗り等 

を全員で協力しながら一所懸命に取り 

組む姿がみられました。南小の大きな自 

慢の一つは、「南っ子たちは自分の使 

っている物を大切に扱うとともに、普 

段の清掃を一生懸命に行うことがで 

きる」ことです。南小を卒業していく６年 

生の思いを大切にして、在校生全員で、 

これからも普段使っている用具や教室な 

ど校内のあらゆる場所や物にも感謝の気持ちを忘れず、掃除や

整理・整頓を心掛け、大切に使い続けてほしいと思います。 

  
小学校生活６年間で立派に成長し、これまで最上級生リ

ーダーとして南っ子の手本となり、全校を引っ張てくれて

いた６年生たちの姿を見ることができるのも明日で最後。

これまでの彼らの姿が走馬灯のように蘇り、とても感慨深

い。今後も胸を張って、堂々と自らの人生を切り拓いてい

ってほしい。／夢（志）こそが人生を豊かにする原動力。

『夢道場』に込めた想い。埼玉県の偉人、渋沢栄一翁の残

した【夢七訓】。『夢なき者は理想なし／理想なきも者は

信念なし／信念なき者は計画なし／計画なき者は実行なし

／実行なき者は成果なし／成果なき者は幸福なし／故に幸

福を求むる者は夢なかるべからず』。／『人生は、自分が

主人公の夢道場』。南小を巣立ちゆく卒業生たちに贈る。 

【賞状伝達朝会『南っ子たちの努力の成果！』】 

 埼玉県児童・生徒発明そういくふう展  

【埼玉県小学校家庭科教育研究会長賞】  

３年 □□ □□ 

 入間地区人権標語  

【入選】  ５年 □□ □□ 

 第６４回 埼玉県児童生徒美術展覧会  

【特選】  １年 □□□ □□ ・ ２年 □□ □□□ 

 入間地区児童生徒美術展覧会  

【特選】  １年 □□ □□ ・ ２年 □□ □□ 

３年 □□ □□□ ・ ４年 □□ □□  

５年 □□ □□ ・ ６年 □□ □ 

【入賞】  １年 □□ □□ ・ １年 □□ □□  

１年 □□ □□ ・ ２年 □□ □□ ・ ２年 □□ □□ 

２年 □□ □□ ・ ２年 □□ □ ・ ２年 □□ □□ 

３年 □□ □□□ ・ ３年 □□ □□ ・ ３年 □□ □□ 

３年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□  

４年 □□ □□ ・ ４年 □ □□ ・ ４年 □□ □ 

５年 □□ □□ ・ ５年 □□ □□ ・ ５年 □□ □□□ 

５年 □□ □□ ・ ６年 □□ □□ ・ ６年 □□ □□ 

６年 □□□ □□□ ・ ６年 □□ □□ 

 第７６回 坂戸地区書きぞめ展覧会  

【特選】 ４年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□ 

５年 □□ □□ ・ ６年 □□ □□ 

【優良】 ３年 □□ □□ ・ ３年 □□ □ 

  ３年 □□ □□ ・ ３年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□ 

 ４年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□ 

 ４年 □□ □□ ・ ５年 □□ □□ ・ ５年 □□ □□ 

 ５年 □□ □□□ ・ ５年 □□ □□ ・ ５年 □□ □□ 

 ６年 □□ □□ ・ ６年 □□ □□ ・ ６年 □□ □□  

 南小学校 ・ 第３回 べストさかろんノート賞  

３年 □□ □□□ ・ ３年 □□ □□ 

４年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□ ・ ４年 □□ □□ 

５年 □□ □□□ ・ ５年 □□ □□ 

６年 □□ □□□ ・ ６年 □□ □ 


